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メタモルフィックソール中の角閃岩中の構造解析：オマーン，ワジタイン地域 

Structural analysis of amphibolites in the metamorphic sole beneath the Samail ophiolite, 
Sultanete of Oman 
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ワジタイン地域のメタモルフィックソールの角閃岩中で非対称組織を調べた．調査の結果，剪断センスは北東

から南西方向に上盤(オフィオライト)が移動したものと判断できる．この方向は従来言われているものと同様であ
る 
 
 
ワジタイン地域のメタモルフィックソールの角閃岩中で非対称組織を調べた．非対称組織はほとんどが斜長石

のポーフィロクラストシステムであったが，フィッシュ状の構造も見られた．これらの組織は超塩基性岩との境界
付近には見られず，そこから数十メートル離れたメタチャートユニット直上，それよりも超塩基性から離れた位置
にも見られた． 
 これらの非対称組織から剪断センスは北東から南西方向に上盤(オフィオライト)が移動したものと判断でき

る．この方向は従来言われているものと同様である． 


